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［徹底分析シリーズ］ 誤嚥とご縁にならないために　誤嚥ゼロへの挑戦
済生会熊本病院 麻酔科　隈元 泰輔

▼嚥下・嚥下障害のメカニズム
昭和医科大学江東豊洲病院 耳鼻咽喉科　木村 百合香

▼誤嚥の危険因子
昭和医科大学横浜市北部病院 麻酔科　釋尾 知春

▼麻酔導入前の誤嚥の予防策
奈良県立医科大学 麻酔科学教室　川瀬 小百合・川口 昌彦

▼迅速導入における誤嚥の予防策
隈元 泰輔

▼維持麻酔中や抜管時の誤嚥の予防策
旭川医科大学 麻酔・蘇生学講座　須田 康裕

▼誤嚥後の対策
大分大学医学部 麻酔科学講座　小林 朋暉・山本 俊介

▼シェヘラザードが語る怖い話
市立貝塚病院 麻酔科・中央材料室　水谷 　光

［症例ライブラリー］ 腰痛のレッドフラッグを見逃すな！
オーガナイザー：應義塾大学医学部 麻酔学教室/慶應義塾大学病院 痛み診療センター　若泉 謙太

湘南藤沢徳洲会病院 痛みセンター　増田 清夏・木村 信康
八戸平和病院 麻酔科・ペインクリニック　石川 理恵

奈良県立医科大学 麻酔科学教室　藤原 亜紀
東邦大学医学部 整形外科学講座/東邦大学医療センター大橋病院 整形外科　辻 　収彦

若泉 謙太

※誌面の都合により，内容は変わることがあります。

◆◆◆広告一覧（五十音順）◆◆◆

アネスアルファ………表 2，i，ii
アネスネット………605
医学書院………640，641
エム・ディー・マネジメント………表 3
日本医事新報社………584
日本ベクトン・ディッキンソン………表 4
丸石製薬………586

◆◆◆今月の our favorite◆◆◆

「健康管理学」で，リスク≠危
険であることを教えられまし
た。現時点では，麻酔科や手
術室をフィールドにした産業
医学的知見は少なく，他業
種・他業界による労働安全の
知識を外挿するしかなさそう
です。しかし，産業医の資格
を有する麻酔科医は意外にい
ます。これを機に，麻酔科発
のエビデンスが生まれること
を期待したいです。
「症例カンファレンス」の腹
臥位でラリマを入れるという
のは，“引き出し”としてはア
リですね。どうぞ「ご安全に」。
（E）

働く人は皆，何らかのストレ
スを抱えていると思います。
今回の徹底分析シリーズでは，
麻酔科医・スタッフの健康管
理学として，労働環境の改善
やストレスへの対処を示して
いただきました。「麻酔科医は
メンタルヘルスのリスクが高
い」と以前から聞いていまし
たが，さまざまなリスクと解
決までの道のりを示していた
だきました。私は医療従事者
ではありませんが，一労働者
として，参考になることが多
くありました。（N）

症例カンファレンスは，大柄
な患者に対する短時間の腹臥
位手術についてです。米国で，
過度な肥満で寝たきりになっ
た患者を家から出すために，
重機で家の壁を破壊する映像
をニュースで目にしたことが
あります。その後どうやって
医療機関に搬送するのか。搬
送先では手術室までどう連れ
て行くのか。体位変換以前の
問題ですが，これからは日本
でもまったく無縁の話ではな
いかもしれません。（H）

◆◆◆ありがとう　読者の声◆◆◆

4 月号の徹底分析シリーズ「吸入麻酔と

静脈麻酔 どっちを選ぶ？」に対して

「術中覚醒でヒヤッとしたことや，腹腔

鏡手術で予想外に手こずるなど，日々の

麻酔の予期せぬトラブルに対して参考に

なります」（京都府，Y先生）とのコメ

ントをいただきました。

　4月号ということで，専攻医 1年生を

意識して企画・執筆していただきました

が，経験年数に関係なく役立てていただ

いているようです。
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